














要旨:20 世紀末から 21 世紀前半にかけて高齢化社会および少子化時代に対応した乳幼児

健康診査の必要性、重要性、意義および目的等について提言した。特に、少子化傾向とそ

れに伴う生産人口の減少、さらに経験したことのない高齢化社会の到来にあって、今後の

母子保健施策の最重要課題は、①高齢化社会を支えるために精神的・社会的および身体的

により健全な成長を遂げ、且つ十分な生産人口となるとともに地域社会に貢献できる成人

に育成すること、②慢性疾患や心身に障害を有する児(者)であっても、早期発見・早期療

育あるいは早期治療などにより最大限の能力を引き出し、可能な限り社会復帰できるよう

な包括的健康管理および追跡支援のシステムの確立であると考えられ、そのための方略と

して乳幼児健康診査の必要性・重要性を述べた。


